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日比防衛相会談共同プレスステートメント 
 

 

  

２０２６年１０月２８日、小泉進次郎日本国防衛大臣とギルベルト・テオド

ロ比国防大臣は、フィリピンにおいて日比防衛相会談を実施した。 

 

 

両閣僚は、近年ますます複雑化しているインド太平洋地域の安全保障環境を

踏まえ、東シナ海及び南シナ海における、力又は威圧によるいかなる一方的な現

状変更の試みに強く反対することを改めて表明するとともに、近年の日本周辺

の海空域における中国による威圧的な活動の規模及び頻度の増大や、南シナ海

情勢における、中国によるフィリピンに対する危険かつ威圧的な活動の継続・

強化に関して、深刻な懸念を共有した。 

 

両閣僚は、地域情勢が緊迫化する中で、自由で開かれたインド太平洋（ＦＯＩ

Ｐ）の取組を進展させ、地域の平和と安定を確保するため、両国の関係をさらに

強化することの重要性を確認し、両国の「包括的・戦略的パートナーシップ」の

下、日フィリピンの防衛協力における取組が、制度面と運用面の両輪で更に進展

していることを歓迎した。 

 

 特に、２０２６年５月に日フィリピン円滑化協定（ＲＡＡ）を適用した「バリ

カタン２６」において、自衛隊が地対艦ミサイルの実射を含む実動訓練を実施し

たことに加え、本年８月に発効した日フィリピン物品役務相互提供協定（ＡＣＳ

Ａ）については、防衛当局間の手続を取り決め、１０月の日比共同訓練ドウシン・

バヤニハンの機会に、初めてＡＣＳＡを適用してフィリピン空軍から航空自衛

隊が補給を受けるなど、これまで以上に両国の防衛面での連携が一層強化され

ていることを確認した。 

 

その上で、両閣僚は、運用面でのさらなる連携強化には、制度面を含む情報共

有の基盤整備が急務であるとの認識で一致し、秘密軍事情報保護協定に関する



 

政府間の交渉に防衛当局として最大限協力していくことを確認した。 

 

 両閣僚は、本年５月に設置したワーキング・グループにおいて具体的な議論

が進捗していることを歓迎した。 

 

ワーキング・グループでの議論を踏まえ、両閣僚は、あぶくま型護衛艦の最初

の１隻を、今後数年内に見込まれる除籍後のできる限り早い時期に移転するこ

とを目指して協議を継続すること、日本側はフィリピン海軍が実施する教育訓

練への支援を、移転に先立って開始するとともに、維持整備を両国で連携しなが

ら進めていくことについて、防衛当局間で一致し、今後、両国政府内で必要な調

整を行うことを確認した。 

 

両閣僚は、この移転を通じ、艦艇運用、後方支援、人材育成、情報共有までを

含む包括的な協力を深化させ、特に海洋安全保障分野における防衛協力を新た

なステージに上げる意図を確認した。さらに、同盟国・同志国との連携にも大き

く寄与し、この地域の平和と安定の確保に繋がるものであることを確認した。 

 

また、ＴＣ－９０については、２０２７年度に１機をフィリピンに移転すべく、

運用や整備面での協力の詳細について、ワーキング・グループで議論すること

で一致した。さらに、防衛装備品の生産基盤の強化を含め、二国間の防衛当局間

の連携の更なる強化に資する防衛装備・技術協力について、ワーキング・グル

ープでの議論を加速させていくことで一致した。 

 

 両閣僚は、二国間関係での連携に加え、日米豪比、ＡＳＥＡＮ等の多国間にお

ける防衛面での協力を強化していくことを確認した。その具体例として、日本と

フィリピンが共同議長を務めるＡＤＭＭプラス第５期海洋安全保障専門家会合

の取組として、本年３月に東京で主催した机上訓練の成果を踏まえ、本年９月に

海上自衛隊と、フィリピン海軍及びＡＤＭＭプラス参加国が参加して実施した

「共同協力活動（ＪＣＡ）」が成功を収めたことの、大きな意義を確認するとと

もに、同活動により、地域の海洋安全保障及び強靱性に対する日比協力の貢献が

一層高まったことを確認した。 


